
（別紙様式例４）

公表日：　令和　8　年　2　月　27　日 事業所名： 放課後等デイサービスキート西条駅前クラス

はい
どちらとも

いえない
いいえ 工夫した点、改善点 はい

どちらとも

いえない
いいえ

わからな

い 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの

十分な確保
2 3

曜日によっては椅子が足りない時がある。個別でしたい児

童などに声を掛け、分散して実施している。運動スペースも

広くはないが、外出機会をなるべく設けている。
17 3

定員の人数が利用するには適切だと思う。活動のスペース

は広くて良いと思います。少人数の時はよいが、こどもの数

が増えると活動スペースは狭く感じる。

下校時間の早い時、祝日や長期休暇には屋

外での活動の場を設けている。集団活動を

屋外で実施する時もある。

2 職員の適切な配置 5

基本的人員などしっかり確認している。職員同士で声掛けし

ながら見ることができている。不足分は非常勤の職員を配置

している。
16 2 2

前回適切な対応してくださっていると思う。いつも何人体制

か分からない。少人数だが、よく目を配ってくれていると思う

が、適切な人数が分からない。

基本的人員に沿って配置するようにしている。職員が休暇を

取得できやすいよう非常勤で補えるよう、基本的人員の基準

を守るように務めている。

3

本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、情

報伝達等に配慮した環境など障がいの特性

に応じた設備整備

2 3

室内の段差（運動スペースとキッチンの間、ト

イレ等）は少し危険を感じることがあるが、児

童にも声掛けしている。視覚支援等を活用し

本人の分かりやすい方法を実施している。

18 1 1

表示なども分かりやすいと思う。本人に

聞くと困り感はない様子なので。

段差の昇降がある場所では、必ず職員の声

掛けや付き添いを行うようにしている。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に

合わせた生活空間の確保
5

空気清浄機を置いたり、床の拭き掃除等している。感染（イ

ンフル等）流行時には、換気・消毒等も積極的に行ってい

る。床がフラットで、事業所内フローリングなので汚れやす

い。

19 1

こどもが好むような明るい空間になって

いると感じる。見てないので分かりませ

ん。いつも清潔である。

児童が帰宅後、掃除・片付け・消毒をするよ

うに心掛けている。次亜塩素酸ナトリウムを

薄めて使用する空気清浄機を設置している。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目

標設定と振り返り）への職員の積極的な参画
5

こまめに職員間で情報共有（LINE）をしてい

る。目標等、職員間で共有しており、日々のコ

ミュニケーションで共有・意見交換できてい

る。

朝会や夕会で職員間による意見交換の場を

設け、情報共有を徹底している。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善

の実施
1 1 3

学校からや保護者様からの評価（意見）が

あった際には、朝会やLINE等を活用して職員

間で共有し、改善が必要な場合は改善策を

考えている。

第三者による外部評価をもとに改善点の検

討や実施を行うよう努めている。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の

確保
5

きょうみのある研修や現場で必要であ

るような研修に積極的に参加している。

費用も負担してくれる為、参加しやす

い。

外部研修の参加を積極的にしている。その

内容を内部研修として職員間で情報共有して

いる。

1
適切に支援プログラムが作成、公表されてい

るか
5

５領域についてどんなものか、どんなこ

ととしているか公表している。
19 1

運動・ビジョントレーニング・微細運動など、

本人が自然と楽しみながら取り組める工夫が

されていると思う。決められた計画に沿って

過ごしていると思う。

公表用のプログラムに関しては、HPやSNS

にて公開している。

2

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上での児

童発達支援計画又は放課後等デイサービス

計画の作成

5

面談時に保護者様のニーズなどを聞き、学

校での様子、児童の頑張りたいことなどを聞

いて、それらを踏まえ職員間で共有し作成し

ている。

20

保護者の聞き取りも丁寧で計画に反映されていると思う。個

別での対応もされているとのこと。本人の姿に基づいて作

成されていると思う。モニタリングが複数回行われ、こどもの

現状に沿った計画が作成されていると思う。

保護者や関係機関から情報収集し、児童が

課題としていることや強みとしている事も踏ま

えた上で、支援計画の作成に務めている。

3

児童発達支援計画又は放課後等デイサービ

ス計画における子どもの支援に必要な項目の

設定及び具体的な支援内容の記載

5

５領域で計画作成している。職員間で

普段の様子を振り返りながら話し合

い、目標・支援内容を記載、決定してい

る。

20

とても具体的な支援内容が決められて

いると思う。アプリで様子・活動のことを

伝えている。

５領域に沿って１人1人の児童に合わせた項

目や支援内容の設定を行っている。保護者

の意向も踏まえた上での支援計画の作成を

心掛けている。

4

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動

を適宜組み合わせた児童発達支援又は放課

後等デイサービス計画の作成

5

１人1人合わせた個別活動を行っている。集

団活動も実施しているが、気分や状況に応じ

て難しい場合には、「どこまでするか」「どう

やって参加するのか」を決めてもらい、１人1

人に合わせて実施している。

個別活動と集団活動を組み合わせた支援プ

ログラムの実施、必要な項目を支援計画に

記載している。

5
児童発達支援計画又は放課後等デイサービ

ス計画に沿った適切な支援の実施
5

計画を職員間で共有し、話し合いや記

録でこまめに振り返ることで適切に支援

できるように務めている。
19 1

関わり方、声の掛け方などサービス提

供記録によると適切だと思う。そう思い

ます。

職員間で情報共有できるよう意見交換の場

を必ず設け、支援計画に沿った取り組みや

記録を行っている。

6 チーム全体での活動プログラムの立案 5

毎月の活動内容を職員全体で事前に

話し合い立案している。

毎月、行事予定表を職員間で役割分担しな

がら立案し、担当やリーダーの設定を行って

いる。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫の

実施
5

今までやったことない活動から行うよう

している。また、同じ活動を取り入れる

際にも曜日をずらすなどの工夫を行っ

ている。毎月変更している。

19 1

いつも様々なことを計画してくださって

いると思う。月の活動計画で知ることが

できている。

祝日や長期休暇の際は、自走の希望に沿っ

たプログラムを取り入れている。類似したプロ

グラムの内容を変更しながら実施するよう心

掛けている。

8
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やかな

支援
5

祝日や長期休暇は普段できない活動

を取り入れ、外出機会を増やし、社会

スキルを学ぶ機会を積極的に設けてい

る。

児童の希望に沿って、個別や集団の活動に

繋げている。屋外での活動では、社会性スキ

ル向上を図る為の取り組みを心掛けている。

9
支援開始前における職員間でその日の支援

内容や役割分担についての確認の徹底
5

朝の準備時間を活用して、どんな活動

をするかなどを確認している。

朝会での振り返りや支援内容によって

は役割分担し、人員配置の変更を行っ

ている。

10

支援終了後における職員間でその日行われ

た支援の振り返りと気付いた点などの情報の

共有化

5

緊急性がある場合、送迎時に保護者様

に伝えて欲しいことは直接伝えている。

送迎後や翌朝の時間で振り返りを行っ

ている。

朝会での振り返りや伝達事項を必ず

行っているが、グループLINEを活用し

て記録に残せるよう務めている。

11
日々の支援に関しての正確な記録の徹底

や、支援の検証・改善の継続実施
5

記録を書く際には職員間で共有して、

事実の確認を行いながら支援に繋げて

いる。事細かに記録に残すことができ

ている。

その日の児童に関する様子を細かく記

録に残し、朝会等で検証や改善策の話

し合いの場を設けている。

12

定期的なモニタリングの実施及び児童発達支

援計画又は放課後等デイサービス計画の見

直し

5

定期的に保護者様と面談して計画書の

作成・見直しをしている。

相談支援専門員や保護者との面談の

実施し、保護者からの情報収集を行っ

た上で、支援計画に取り入れている。

1

子どもの状況に精通した最もふさわしい者に

よる障害児相談支援事業所のサービス担当

者会議への参画

5

児童発達支援管理責任者や児童発達支援

管理責任者の資格保持者が中心となり、参

加している。他職種（職員）にも情報共有・相

談している。

児童発達支援管理責任者が参加して

いるが、専門性を高める為に他の職員

の参加を促している。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害

のある子ども等を支援している場合）

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等

の関係機関と連携した支援の実施

現在は在籍していない。 特に該当なし。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害

のある子ども等を支援している場合）

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体

制の整備

現在は在籍していない。 特に該当なし。

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイサー

ビス事業所からの円滑な移行支援のため、

保育所や認定こども園、幼稚園、小学校、特

別支援学校（小学部）等との間での支援内容

等の十分な情報共有

5

送迎時に先生と情報共有している。必

要に応じて担当者会議などに参加して

いる（事業所の職員が）。相談支援専

門員を通じて、各関係機関で情報共有

している。

学校や保護者、関係機関などから情報

収集を行い、必要時には支援会議の場

を設け、情報共有している。また、職員

間でも情報共有している。

5

他の障害福祉サービス事業所等への円滑な

移行支援のため、それまでの支援内容等に

ついての十分な情報提供

5

相談支援事業所等と情報共有してい

る。

他の障がい福祉サービス事業所と連

絡を取り合ったり、連絡協議会への参

加を行っている。

6

児童発達支援センターや発達障害者支援セ

ンター等の専門機関と連携や、専門機関で

の研修の受講の促進

3 1 1

連絡協議会など専門機関が参加してい

る会等に参加し、助言をもらっている。

支援会議や連絡協議会へ参加し、専門

機関から助言をいただいたり、外部研

修への参加に務めている。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こども

園、幼稚園等との交流や、放課後等デイサー

ビスの場合の放課後児童クラブや児童館と

の交流など、障がいのない子どもと活動する

機会の提供

5

地域の公園などに外出する機会を設け

て、地域の児童との交流を図っている。

15 2 3

状況に応じて公園や児童館を利用し、

地域児童との交流を図る機会を設けて

いただいている。

屋外への活動を増やし、地域の児童と

交流する機会の場を設けている。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地域

に開かれた事業の運営
4 1

地域住民を招待するような活動は現在

行っていない。地域との交流は行って

いる（地引網や他の事業所主催の文化

祭など）。

イベントを企画し、地域住民と触れ合う

機会を検討していく。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧

な説明
5

運営規定などは掲示しており、支援内

容等、見学時や契約時に説明してい

る。 20

適切だったと思う。不明に思ったことも

伝えてもらった。

活動内容によっては、利用者負担額が

発生する場合がある為、事前に書面や

LINEにてお知らせしている。

2

児童発達支援計画又は放課後等デイサービ

ス計画を示しながらの支援内容の丁寧な説

明

5

面談時にどのような支援内容を入れる

か、この目標から次の目標変更するな

ど、計画を示しながら説明している。 20

適切だったと思う。分かりやすいです。 支援計画の書面を保護者と一緒に確

認しながら説明を行っている。

3

保護者の対応力の向上を図る観点から、保

護者に対するペアレント･トレーニング等の支

援の実施

1 4

ペアレントトレーニングは実施できてい

ない。保護者様から相談があった際に

は職員間でも共有し、回答・発信してい

る。

16 2 2

送迎時にその都度、本日の様子や私生

活での相談などのお話する機会を設

け、こちらから発信して情報共有を行う

よう務めている。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃

から保護者との共通理解の徹底
5

送迎時にその日の出来事を伝え、でき

るようになったことや課題について話す

機会を設けている。面談時に日常の様

子を伝えてもらい、共通理解を図ってい

る。

19 1

サービス提供記録もいつも細かく書いてくだ

さっていると思う。

送迎時にその日の出来事を細かく保護

者へ伝えている。気になる点があれ

ば、こちらからも発信している。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談

への適切な対応と必要な助言の実施
5

保護者様から相談があった際、職員間

で共有して意見を出し合い、回答（助

言）している。 18 2

電話やLINE、メッセージでのやり取りを

行い、相談しやすい環境を整えてい

る。こちらからの発信も心掛けている。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開催

による保護者同士の連携支援
4 1

親子レクリエーションを企画・提案し、

保護者同士の交流の場を設けている。

実際に年明けに実施した。 9 5 3 3

保護者同士が交流できる機会があれ

ばと思う。

親子レクリエーションなどを通じて、保

護者同士が参加しやすい場を設けるよ

う務めている。

7

子どもや保護者からの苦情に対する対応体

制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情

があった場合の迅速かつ適切な対応

5

苦情などがあった際には管理者にすぐ

報告している。迅速に職員間で共有し、

状況の確認や改善案の検討を行うよう

にしている。

17 1 2

些細な事でも管理者へ報告するよう日頃より

朝会等で周知している。管理者はすぐに保

護者へ連絡の対応を行っている。また、朝会

やグループLINEで情報共有や改善策の検討

を行っている。

8
障がいのある子どもや保護者との意思の疎

通や情報伝達のための配慮
5

視覚的に分かるようにメール等を活用

して連絡している。絵カードやジェス

チャーも取り入れている。 19 1

迎えの際もその日の様子を丁寧に教え

ていただくので安心できる。

職員間で意見交換しながら、1人1人の

児童に合わせた支援の取り組みを行

い、情報を残せるようLINEや書面を作

成している。

9

定期的な会報等の発行、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報についての子どもや

保護者への発信

5

毎月の予定表を配布している。活動の

様子をSNS（インスタ・ブログ）に投稿し

ている。 19 1

HPやSNSの投稿にて発信している。毎

月の行事予定表を必ず保護者へ配布

している。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 5

情報漏洩がないよう十分に配慮している。個人情報のある

物はシュレッダーを使用している。日々の記録やSNSなどの

写真掲載には、名札や紋章、本人と特定できるものすべて

に留意し、職員間で二重チェックを必ずしてから投稿するよう

にしている。

20

問題ないと思う。 個人情報の書類等は必ずシュレッダーを使用し、外部に漏

れないよう徹底している。SNSへ掲載する場合は、名前や

顔、制服を特定されないよう、事前に職員間で二重チェックを

行うよう務めている。個人情報のある書類は、鍵付きのキャ

ビネットで保管している。

1

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアルの策定と、職員や保護者

への周知徹底

5

マニュアル作成・ファイリングしている。

19 1

問題ないと思う。 作成したマニュアルは、職員間で閲覧

できるようにしている。保護者には契約

時に随時説明を行い、書面にて配布し

ている。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、救

出その他必要な訓練の実施
5

活動で地震などに対する避難訓練（シェイク

アウトえひめ等）を実施している。実際に歩

いて避難場所までの避難経路の確認を行っ

ている。

19 1

風水害や地震・津波想定で避難訓練の実施

や、避難系を・避難場所の再認識に務めて

いる。南海トラフに関しても避難場所や経路

の見直し、防災リュックの確認を心掛けてい

る。

3
服薬や予防接種、てんかん発作等の子ども

の状況の確認の実施
5

保護者様に服薬状況や発作などを確

認し、個人ファイルに保管している。変

更時可能であれば処方箋などコピーを

させてもらっている。

保護者様用の評価表に該当項目なし

面談時や送迎時に保護者から情報を得てい

る。服薬の変更がある場合は、保護者から情

報提供してもらっている。体調に異変がある

場合は、速やかに保護者へ連絡している。

4
食物アレルギーのある子どもに対する医師

の指示書に基づく適切な対応
3 2

医師の指示書はないが、可能であればアレ

ルギー結果を共有してもらい、対応している。

おやつの場所に大きくアレルギー表記して、

おやつの成分表示を確認し、間違いのない

ように徹底している。

事前に保護者から情報提供してもらい、こち

らからのおやつの提供時には必ず袋の成分

表示の確認を行っている。アレルギーの多い

児童に関しては、保護者にお菓子の準備な

どもお願いしている。

5 安全管理の徹底 5

安全計画（BCP)などの作成をしてい

る。虐待研修や感染研修など実施して

いる。 保護者様用の評価表に該当項目なし

安全計画の見直しやBCPの作成を行

い、その他虐待・身体拘束研修・避難

訓練・感染まん延防止対策の研修を

行っている。

6
家族等との連携を図るため、安全計画に基

づく取組内容についての家族等へ周知
5

災害用バックに緊急連絡表を作成して入れ

ている。こどもの足で歩ける避難場所の検

討。実際に訓練で移動して様子を保護者様

に伝えている。

19 1

災害用バックに保護者と連絡が取れるよう緊

急連絡表の作成をしている。こどもの体力で

も災害時、避難できる場所を日頃より検討し

ている。また、契約時にも説明を行っている。

7
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内での

共有の徹底
5

ヒヤリハット報告書の作成・職員間での

共有を行っている。

朝会などで職員と情報共有し、今後の

改善策についても話し合い、同じことの

繰り返しにならないよう努めている。

8
虐待を防止するための職員研修機会の確保

等の適切な対応
5

外部研修を受講し、共有したり内部研

修を実施している。事業所内で年に数

回行っている。

事例をもとに職員間で意見交換し、日

常での言動を振り返り、再認識の徹底

を心掛けている。

9

やむを得ず身体拘束を行う場合における組

織的な決定と、子どもや保護者に事前に十分

に説明・了解を得た上での児童発達支援計

画又は放課後等デイサービス計画への記載

4 1

研修時に実際、場面を想定して話し合

いをしている。

身体拘束は現在行っていないが、今後

のことも想定して、職員間で話し合いな

がら検討している。内部研修でも例題

をもとに取り入れるよう務めている。
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児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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